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を超えたものがある。今日J. S. ミルの『大学教育について』（Inaugural Address delivered to 






ランド、H. A. L. フィッシャー、E. バーカーなどから刺激的影響を受ける。1914年カナダのマック




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スキより10年早くスペインに生まれた J. オルテガ・イ・ガセットである。彼が著したMisión de 
H. J. ラスキの大学教育論
Universidad, 1930. という著作に自らの大学論を展開している。これはラスキの著作、The 
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Mil, Rector of the University, London Longman, Green, Reader, and Dyer, MDCCCLXVII［竹
内一誠訳　『大学教育について』岩波文庫，2011年，12頁．］
 K. Martin, Harold Laski（1893－1950）, A Biographical Memoir, Victor Golancz, 1953. ［山田文雄
訳『ハロルド・ラスキ－一社会主義者の歩み－』社会思想研究会出版部，1995年］が一番古いが、
以下のものもある。I. Kramnick and B. Sheerman, Harold Laski, A Life on The Lift, Hamish 
Hamilton, 1993. M. Newman, Harold Laski, A Political Biography, Macmilan, 1993.
６．H. Laski, The Dangers of Obedience and Other Essays, Harper＆Row Pub. ,1930. Reprinted by 

























オックスフォード大学とケンブッリッジ大学については以下に詳しい。V. H. H. Green, The 
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